
2024年度事業計画 

 

社会福祉法人 神戸聖隷福祉事業団 

施設名 真生園 

施設長 近藤 咲美 

 

真生園の基本方針 

１．安全で安心できる快適な生活の場や活動の場となる為の充実したサービスを提供します。 

２．互いに交わす挨拶に笑顔を添え、同じ目線に立ち温かいまなざしと優しさで支援します。 

３．利用者一人ひとりの個性や人権を尊重し、誠意をもって支援します。 

４．地域に愛され、地域と共に歩む施設を目指します。 

５．愛と希望に満ちた温もりのある施設づくりを目指します。 

 

第 5 期中期計画のビジョン 

障害福祉サービスをリードする施設として、ご利用者と地域の期待に応えていきます 

 

2024 年度の事業計画について 

 第 5 期中期計画の２年目がスタートいたしました。昨年の上期に、新型コロナのクラスター

にて約１か月半のゾーニング対策や、多くのご利用者・職員が感染する事案があり、感染症対

策に追われた１年でした。今年度こそは、昨年度実施できなかった計画を継続しつつ、ご利用

者の地域参加や外部講師・ボランティア、家族面会などの交流再開や緩和に向けて、積極的に

施設として目標を定め計画を策定いたしました。 

 学習と成長の視点として、昨年２月に入職された外国人職員２名の方の、さらなる育成とし

て、日本語検定 N3 の取得や、介護記録作成等の研修等へ参加していただき積極的に育成してい

きます。また、職員個々の課題を把握し、課題に即した研修参加を実施します。 

 業務プロセスの視点として、職員数減少により、日中・夜間の職員配置の見直しなど、ご利

用者への QOL 低下にならないように、より生産性向上を目指し取り組みます。 

 顧客の視点として、令和６年度の障害福祉サービス等報酬改定に則り、個別支援計画書等の

書式の追加・更新を実施いたします。また、利用者ニーズの高い外出支援等に取り組みます。 

 財務の視点として、積極的に定員の確保を目指し、今までより広範囲での利用者募集を実施

します。また、法人内施設との連携を密にし、他施設からの入所希望があれば積極的に受入れ

ます。その他に、優先順位を考慮した施設備品の購入・故障等の修繕やコストダウンを実施し、

出来る限り支出を減らす取り組みを実施します。 

事業概要  

開設年月日：1978 年 5 月 10 日 

種 別 事業名 定員 主たる対象者 事業開始年月日 

障害者支援施設   （第１種） 施設入所支援 60名 身体障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業（第２種） 生活介護 60名 身体障害者 2008 年 4 月 1 日 

障害福祉サービス事業（第２種） 短期入所 4名 身体障害者 2006 年 10 月 1 日 

公益事業 日中一時支援 5名 身体障害者 2006 年 10 月 1 日 

公益事業 真生園診療所 ― ― 1979 年 4 月 1 日 

 



2.第 5 期中期計画と推進策 

（1）学習と成長の視点 

重点実施項目 実行計画 2024 年度計画 目指す成果 

外国人支援員の

育成 

計画的な人材育

成 

①利用者ごとの特性(障害、急

変時の対応)を理解 

②サブ担当制導入 

③記録・報告書作成指導 

④語学研修(オンライン) 

⑤業務の振り返りシート作成 

・単独夜勤を可能 

・個別支援の理解 

・各種記録作成、提 

 出 

・コミュニケーショ

ン 

能力向上 

・次期受入検討と育

成プログラムの作

成 

専門研修と内部

研修（伝達研修）

の実施 

階層別の研修参

加と伝達研修の

実施 

事業所見学 

①外部研修参加 

②委員会計画による内部研修 

 実施 

③職員会議・朝礼での伝達研修 

④法人 QOL 介護研修の実施 

・介護技術、見識の向 

 上 

・法定研修の実施 

・伝達力を身に付け

る 

・人材資源の活用 

 

計画的な資格取

得 

専門資格取得者

(介護福祉士、サ

ビ管、 相談支援 

吸引等) 

①介護福祉士資格取得(1 名) 

②サービス管理責任者(1 名) 

・介護技術に基づく 

利用者支援 

・個別支援計画策定

力を高める 

キリスト教福祉

を通じた人材育

成 

理念学習会等に

よる接遇向上 

①理念に基づいた接遇研修実

施(2 回) 

②海外研修へ参加 

・理念理解 

・接遇向上 

 

 

 

 

（2）業務プロセスの視点 

重点実施項目 実行計画 2024 年度計画 目指す成果 

支援の生産性を

高めるプロジェ

クトチームの継

続 

委員会の定期開

催と年間テーマ

に基づいた実践 

①現状業務課題の抽出・改善策

の実行 

 

・業務の見直しによ

る支援の質を高め

る 

・利用者が安心出来

る支援の提供 

各マニュアルの

更新・周知方法の

確立 

紙面とデータ化

による支援基準

を明確にする 

①各種マニュアル・仕様書のフ

ァイル化と更新 

・統一した支援 

・支援者が必要な情

報を閲覧可能 



重点実施項目 実行計画 2024 年度計画 目指す成果 

旧さくらの苑・単

身寮の維持管理 

既存施設を活用

し、感染症・災害

や職員確保に役

立てる 

①旧さくらの苑を、面会場所と

して活用 

②単身寮の清掃・老朽化所の修

繕 

・家族面会等の実施 

・新採用外国人職員

の住居として活用 

 

 

 

（3）顧客の視点 

重点実施項目 実行計画 2024 年度計画 目指す成果 

個別支援計画に

基づく支援 

個別支援計画の

職員周知 

計画書一式の見

直し 

①目標一覧の掲示と周知 

②個別支援計画書等の様式の

見直し(生活介護利用時間

等) 

・目標と計画に基づ

く支援の達成 

 

快適な居住環境

整備 

利用者ニーズに

合わせた老朽化

備品の更新 

①環境委員会による課題抽出

と対策 

②衛生的な居室整備 

・整えられた住環境

で利用者が生活出

来る 

事故発生防止委

員会の強化によ

る事故防止 

委員会の定期開

催と再発防止シ

ステムを構築す

る 

①事故の対策を多方面から行

う書式の変更 

②委員会での前回事故の振り

返り、職員会議報告 

③リスク対策研修（2 回） 

④介護技術研修受講 

・同類事故の再発防

止 

・事故対策の強化 

・対策の振り返りと

周 知 

・安全な介護の提供 

 

運営委員会・懇談

会の体制整備 

利用者と共に自

治会組織の体制

整備を行う 

①運営委員会開催 

②発言し易い懇談会の形を利

用者と作る 

③自治会の再編を協議 

 

・利用者参加の施設

運  営 

・利用者の要望を聞

く機会の増加 

家族との情報共

有と連携 

家族会・行事を通

じ連携を維持す

る 

①家族会と利用者代表との関

係継続 

②施設行事を通常開催 

③利用者の日常の様子をホー

ムページに掲載 

・家族会と利用者代

表との面談実施 

・施設年間行事に家

族会が参加 

 

 

 

 

 

 

 



（4）財務の視点 

重点実施項目 実行計画 2024 年度計画 目指す成果 

利用定員確保よ

る給付費収入の

維持 

関係機関・市町村

へ情報提供を行

い利用希望者の

募集をする 

身体機能低下に

よる区分見直し 

① 利用者の確保(新規 6名)と

収入確保 

②区分の見直しを実施 

③施設間連絡会を開催 

④関係機関へ利用案内活動を

行う 

・予算通りの収入を

確保する 

・平均区分を上げる 

施設設備の老朽

化対策 

老朽化設備の更

新 

①必要な修繕のみ実施 

 

・修繕による支出を

減らす 

予算に沿った計

画的な積立 

確実な積立を行

う 

① 支出の確認と経費削減に

取り組む 

・支出の削減と確実

な積立の確保 

・水道光熱費等を毎

月確認と報告、経費

削減の周知 

外部事業所と連

携し利用者の短

期・生活介護事業

の相互利用の強

化 

施設案内・説明会

を実施 

①説明会資料の作成 

②通所事業所への渉外活動 

・在宅者への情報提

供 

・関係機関との連携

強化 

・給付費収入の維持 

 

 

 

 

（5）地域公益の視点 

重点実施項目 実行計画 2024 年度計画 目指す成果 

ボランティア・社

会資源の活用 

外部資源(人材)

を活用し利用者

の活動に繋げる 

①ボランティア、外部サービス

を日中活動へ導入 

②オンラインを活用した外部

との交流(施設間等) 

③訪問事業、移動販売の拡充 

 

・日中活動の充実 

・交流機会の提供 

・外部サービス利用 

 

 

利用者の社会参

加と交流 

地域と定期的に

交流出来る場を

設定する 

①作品展へ出展 

②他施設と協同し市内の作品

展へ出展 

③創作活動をホームページに

掲載 

④福祉体験学習に利用者と参

加 

⑤他施設見学、情報収集 

・地域への情報提供 

・意欲を高める創作

活動の場を提供 

・社会参加の実感 

・家族が施設の様子

を知る 

 



重点実施項目 実行計画 2024 年度計画 目指す成果 

施設独自のサー

ビスを提供する 

施設サービス・設

備等の提供を行

う 

①在宅での入浴が困難な方の

ニーズを探りサービスに繋げ

る 

・施設設備を提供す

る 

(生活介護・短期サ

ービスの利用) 

ホームページに

よる情報配信の

強化 

ホームページの

更新、機関紙 

の発行 

①ホームページの更新(2 ヶ月

毎) 

②レイアウトを検討し機関紙

を発行(2 回) 

・情報発信 

 

 

 


